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本書は、第 1 部「大学におけるライティング教育の視点」と第 2 部「さまざまなライテ
ィング教育―実践・人材育成・啓発へ―」から構成されており、9 名の教員による実践を
紹介している。 
第 1 部「大学におけるライティング教育の視点」は、全 5 章で構成されており、本書に
おけるライティング教育についての「基本的で重要な機能を果たす視点や方法論」（p.ⅱ）
として、ライティング教育の先行研究の外観と本書の特徴（第 1 章）、パラフレーズ（第 2
章）、論文スキーマ（第 3 章）、アセスメント活動としてのルーブリックの提案（第 4 章）、
コーパスの活用（第 5 章）を取り上げている。 
第 2 部「さまざまなライティング教育―実践・人材育成・啓発へ―」は、全 6 章で構成














い社会への応用の可能性が感じられる。以下、2.1 で第 1 部を、2.2 で第 2 部を概観する。 

























































































































 ― 5 ―  
 
とになる社会へと意識を向かわせる教育でもある」（菊地 2018：21）。大学での初年次教
































（みたに あやか 早稲田大学大学院日本語教育研究科・博士後期課程） 
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